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上の位置付 （施策） 10 廃棄物の３Rと適正処理の推進

背景と目的（目標設定）

廃棄物埋立処分場においては、雨水等の流入により様々な化学物質が埋立廃棄物から溶出し、長期

間にわたり水処理が必要な浸出水が流出する。特に埋立初期には高濃度の汚濁成分が溶出し、浸出水

処理は、濃度変動に対応し、かつ、長期間継続する必要がある。より安全な処分場の建設、管理及び埋

立方法とするためには、処分場内での化学物質の固定、除去、あるいは早期安定化方法を確立することが

重要である。本研究は、廃棄物を埋め立てる際に敷設される覆土を改質することにより浸出水の浄化資材

(PRB)として機能させ、埋立層内で汚濁物質を除去することにより、水処理施設の負荷を安定・軽減すると

ともに、万が一の漏水事故時の周辺環境汚染リスクを軽減することを目的とする。

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）

文部科学省科学技術振興調整費委託事業「廃棄物処分場の有害物質の安全・安心保障」により建

設した埼玉テストセルにおいて、PRBを底部覆土層などに利用すると多くの化学物質を除去できた。しかし、

実際の廃棄物処分場に適用するには、長期的な化学物質除去性能の継続性の検証が不可欠である。低

コストかつメンテナンスフリーの浄化技術としてPRBによる化学物質等の除去技術を確立するため、実規模に

近い実験を継続して長期的な溶出データを取得することにより、PRBによる処理効果の継続性、環境負荷

軽減効果、経済性等の評価を行う。

成果の概要（目標達成度）

6年間にわたる大規模埋立実験施設（テストセル）による実験結果から、

・一部のイオン類（塩化物イオン等）を除き、有機汚濁成分や金属類等について 6 年経過時まで PRB に

よる除去効果が継続していることを確認した。また、テストセルからの溶出濃度の比較的高かったホウ素につ

いては、室内実験により火山灰土壌による除去効果が確認され、 PRB資材としての適性が確認された。

・LCA の結果、 PRB の設置により水処理に伴う CO2排出量が大幅に削減でき、 LCC の結果 50,000㎡

の埋立地に適用した場合約 30%のコストが削減できると試算された。
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）

PRBによる処理技術は、覆土材を安価な県内土壌及び鉄粉廃棄物等にすることで埋立廃棄物から溶

出する化学物質を長期安定的に処理できることから、実処分場での適用が十分期待できる。県内にある廃

棄物埋立地の浸出水の管理が容易になるだけでなく、不法投棄現場等における汚染現場の修復技術とし

て活用できる。また、安価で、かつ安心・安全で容易な埋立地管理が可能な技術であり、環境保全上有意義

な技術といえる。


